
－センターまつり 令和7年2月16日（日）

日大鶴ヶ丘高校ブラスパンド部の元気なマーチで開幕 した今年のセンターまつり。天候に恵まれ、約2000名の来場者があ

りました。ダンス、マジ、ツク、演奏が披露され、明治大学鉄道研究会のNゲージ、プラレールの展示、ドローン操縦体験、

ふわふわトランポリン、缶バッジっくりや型抜きやバルーンアートなど子供も大人も楽しめるイベントとなりました。

・気候変動と農業・漁業のゆくえ令和7年2月8日（土） －江戸の寺予震と教育
宅和7年2月22日（土）

気候変動により、店頭に並ぶ農作物や海産

物の品種に変化が起きています。ブドウの

「ピオーネ」や「巨峰」→「シャインマスカ

ット」、イチゴの「とちおとめ」→ 「とちあい

か」等。なぜそうなったのか？身近な話題

から複雑な気象現象まで、豊富な資料やグ

ラフなどで詳しく解説していただきまし

た。大変興味深く勉強になりました。

江戸の寺子屋は文字の読み書

きの習得を通じて、道徳的自

己の確立に目的が置かれてい

ました。伊藤先生のお話しは

大変に分かり易く楽 しい講座

でした。

・令和 7年5月・ 6月講座案内・

隻腫蹴盟諸舗易協痘鶴~＠
古典の原文を通しておもしろさをご一緒に読み解いていきましょう。

古典の新しいおもしろさに気づいていただければ・－－

I開催日H司令和7年5月31日（土） 13時～15時

【講師名】前学習院大学拓殖大学講師

身近な場所や暮らしの視点から、お住いの地域のまちづくりを考えます。前半で

は、地域の多様な価値を活かした都市計画やまちづくりの考え方をご紹介します。

後半は、参加者どうしで意見を共有しながら、自分たちにとって大切な場所やそ

の魅力を見つめ直し、今と未来のまちづくりの可能性について考えます。

現音声表現学苑講師団中洋子（たなかようこ）

【定員） so名⑤ 【参加賞】無料

【開催日時】令和7年6月14日（土） 13時～15時 （ 

【講師名】 東京大学大学院糊 助教 井上拓央（いのうえたくお）〔都市工学］ ハ

【締切日】令和7年5月19日（月）必着 【定員） so名⑤ （高校生以上）【参加費】無料
【締切日】令和7年6月2日（月）必着

f主f隻はがきに希望講座名 ・住所 ・氏名 （ふりがな）・ 年齢・電 往信（表面） 返信（裏面｝ 返信（表面）

話番号・「いず、み」と明記し、返信用に住所 ・氏名を記入の上、 回 圃 園調
伺昔も日
同P「w自B分のE圏直番E号

各締切日 （必着） までにお申込み下さい。はがきは 1人 1枚に 往信 返信

申込方法 限り ます。また、当協議会ホームページからもお申込みできま 入し

す（l申込みにつき1名）。 申込み多数の場合は抽選となります。
杉並区和泉38 18 な

ご自分の院者し、
＂橿租阜地駆除ンタ

でだ→」く' 
制員会行

ご自分の名前

問合せ ・宛先 永福和泉地域区民センタ一協議会

干168-0063 杉並区和泉3-8-18岱03-5300司9412（平日9時～17時）
し、

講座の申込みは、事務局でも受付をしております。その際は、返信用の普通はがき（85円）をお持ちください。

号宙定歩Z合＝号lk,向。霊予白τ（］） '2>τ決箆 o~。羽白定。

1目映画「ママをやめてもいいですか！引の鑑賞と座談会の実施 （事前申し込み制）

2地域の子育て情報提供コーナー及びあそびのコ ナ （木育 ・絵本紙芝居の読み聞かせ）などを設置。 開催時間内自由参加。

【開催日時】令和7年6月29日（日） 12時30分～16時30分

【定 員） 30組⑤ （映画と座談会のみ定員制です。事前申し込みが必要です。託児有、20名まで。）

【申込方法】永福和泉地主事区民センター協議会ホームページから申し込んでください。 はがきでの申込はできません。

【参加費】無料 【締切日】令和7年6月6日（金）

※1の映画と座談会は事前申込制で託児があります。20名まで受け付け。定員超えの時は抽選となります。
託児が外れた方も親子一緒に参加できます。
※2の地域の子育て情報の提供等ゃあそびのコーナーは開催時間内自由にご利用できます。

塁塁
※開催場所の特記がない限り、全て永福和泉地域区民センタ で開催します。
※講座はどなたでも参加できます。 （参加対象者のある講座を除く。 小学生以下の参加可能講座は保護者同伴）

※⑤60歳以上の方は長寿応援ポイントの対象となります。
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福izとは・・？
永福和泉地域区民センタ 協 ・

議会のこと。同センター等を ！

拠点に、地域のコミュ二ティ ：

形成に取O組んでいるボラン ：
．ティア団体です。協議会委員 ：'I 
．随時募集中。
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和泉1丁目

長く続いている伝統あるサ

ロンで、 今は和泉第二町会

町づくり部の事業として活

動しています。季節の食卓

を振る舞うのが恒例でした

が、コロナ以蜂は集まって

おしゃべりするのが主な活

動です。近くの専修大附属高校の生徒さんとのコラポ企画も

あるとのこと。長く続けるうえでは、定期的に集まれる場所

ど札を確保するのが一番大事だということでした。「みなさ

ん とくJこ男の人）お話しに来てくださいねjとの乙とでした。

、

ご近所のの人が集える場所作

りのために何かできないかと

いう思いで、立ち上がったサロ

ンです。沖縄タウン商店街の

お店と個人宅で催されていま

す。現在は設立者の息子さん

が、地域住民の方からの続けてほしいという声をうけて、

引き継がれて運営されています。サロンの内容は健康麻

雀と書道。初心者の方も麻雀を楽しみながら参加できて

いるのが嬉しいとのこと。

活動は月 2目。場所は

オーナーの善意でお借り

しているスナックです。

カラオケの環境が素晴ら

しく月 l回は力ラオケが

企画されています。他で

歌い込まれてから参加さ

れる方もいらっしゃり皆さんお上手でした。参加者数も多

いです。他に、ご住職や保健師等の講話やフラメンコ講師

等の教養的なもの、 外出や見学など多彩に工夫されていま

す。 タクシーで移動したこともあったとか。現在の課題は

企画する側も参加する方も高齢になってきて、若い方の参

加が求められていること。

一一一国 弓・5
きずなサロンは、社会福祉法人杉並区社会福祉協議会（以下、

杉並社協）の支援のもと、スタッフを中心lこ参加者のみなさ

んで運営される地域住民がつながる場です。

お茶とおしゃべりをするサロン、子育てを応援するサロ

ン、手芸や折り紙を楽しむサロンなど、さまざまなサロンが

あります。杉並区全体で、44のきずなサロンがあり、福iz地域

でも、今回紹介する7つのきずなサロンが活動しています。

きずなサロンについては、杉並社協のきずなサ 国軍指田

口ンのホームページや地域区民センター等で配 盟主誕
布されているリーフレットを参照してください。 田容時
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神田川沿いの集合住宅の

共同スペースが活動場所

です。他の地域への移動

が困難な方たちのための

自主活動から、 3年前に
きずなサロンとして再出

発したそうです。夕、ーツ

と俳句を行っています。年2回、講師を招き申国式体操も

実施しています。参加者の皆さんが自主的に準備を始めて

いて、ゲームは励まし合い褒め合い和気あいあいとして、

笑い声も絶えません。 複雑な点数付けも利用者が進んで、行っ

ていて、話を聞くと「頭の体操ですJと笑っておられました。
友達が友達を呼ぶことで、集ってきているということです。

~ 
下高井戸4丁目

何といってもお菓子を食べ

tぞ叫答品 ながらおしゃべりをするの
一－－ ~ － い が楽しいサロンです。年に

ー数回、特別企画も考えてい

て、3月には、先生のご指
盗 南のもとお茶席を設けると

のこと （2月取材）。参加者

が徐々に増えていますが、男性や子育て世代が少ないのが残

念だそうです。「世代を超えたコミコ二ティづくりのため、若

いみなさん （60代でも若い！）をお待ちしています。気軽に

ふらつといらしてください」とのこと。

介護施設で催されている地

域の高齢者のみなさんのた 一一一

めのサロンです。毎回看護

師・准看護師による血圧測

定や体温測定、専門職の方

によるフレイル予防体操も 園・~豆町rlii
行います。 地域住民は介護 司・圃~母島ご ’

施設がどんなところか知ることができ、介護施設は地域情報

を得ることができ、地域と施設をつなぐ情報共有の場となっ

ています。気軽に立ち寄って、いろいろ聞いて話して、楽し

く笑って交流できる場所です。「毎月の健康チェック・お身

体の状態確認に、ぜひおこしくださいJ
※都合により杉並社協からのJ情報を元に記事を作っています

孤立予防のために8年前に
マンションの 1室で始めま
した。コロナ禍で現在の中

学校の多目的室に移りまし

た。ホ ルのようなとても

広くてきれいな部屋です。

運営に町会の支援もあるそう

です。活動は同 1回、 歌の先生を呼んだり、 コンサートをし

たりと賑わっています。この日はコンサートが開かれていて皆

さん一緒に歌う場面もあり楽しそうでした。聞き終わ否と茶話

会の用意もあります。この日の出席者は 40名を超えていまし

た。高齢者だけでなく多世代交流が出来ればとのことでした。

令和7年1月27日（月）

「防災」をテーマに地域懇談会が開催されました。町会、自治会、消防団、小中学校、 PTA、

児童館、子育てプラザ、地域包括支援センターケア24、民生児童委員協議会の皆々様と協議会
委員の総勢57名が参加しました。防災アドバイザー（元東京消防庁消防学校校長）の鈴木正弘
氏を迎えて東京防災学習セミナー 『近年の災害から学ぶ』の講演をしていただきました。地域

懇談会が地域の課題解決に繋がるヒントとなれるよう、今後も開催していきたいと思います。

f地域懇談会j開催のご報告． ろうグ
きずなサロンは、自分たちで新たに立ち上げることができます。

杉並社協では、きずなサロンを運営してみたいという方、

会場を提供していただける方を募集しています。興昧のある

方は、仲間をあつめて（5名以上）、どんなサロンにしたいか
を考えて、お気軽に問い合せてみましょう。また、サロン開

設のための備品購入費や会場費などへの助成、広報の支援も

しています。
※きずなサロン助成金は「歳末助け合い運動募金」が原資となっています。

押胃．．．．．．．．．．．． ， 
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題審

きずなサロンに参加してみたいと思ったら、紹介したホーム

ページで調べてみても良いですし、開催状況を知るために、

杉並社協に直接問い合わせてみましょう。

。連絡先／電話番号
03-5347-1017 （杉並社協・地域支援課地械福祉推進係）

Oきずなサロンのホームページ
https://www.sugisyakyo.com/suishin/small.html#kizuna 

司傘電歩固~臨p

令和7年1月16日 （木）

「認知症サボーター養成講座（認知症を学びみんなで考える）」が実施されました。当日は杉並区地域包括

支援センターケア24堀ノ内の高瀬美紀氏が要点を丁寧に解説してくださいました。
認知症と言えば俳個や物忘れば、かりが注目されますが、それ以外のさまざまな症状についても幅広く学

びました。そのほか、認知症の予防方法や治療法、認知症の方との接し方や介護者の気持ちなどについて

も学習しました。

・認知症サボーター養成講座

準常設展「杉並文学館」 井伏鱒三と阿佐ヶ谷文士一

特集展示井伏鱒二と焼物

イベン卜 監理講座

ンター ＠下高井戸区民集会所 ＠ 方南会館 ⑧ ふらつと永福 ~ふらつと方南
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一

回掴まつり

＠ 永福和泉地域

催し物カレンター

休館日カレンター

関東大震災後の昭和2年（1927年）荻窪に居を構えた作家・井伏鱒二は、以後60有余年をこの地で過ごし、近隣に住む文士と交

流しながら数多くの作品を世に遺しました。本展では井伏鱒二をはじめ、彼と交、流のあった青柳端穂・上林暁・外村繁・太宰治など、「阿

佐ヶ谷文士」の作品とともに、文士の原稿書簡を紹介します。また特集展示として 「井伏鱒二と焼物」をテーマに、所有していた

古備前壷、自ら絵付けをした絵皿、随筆 「コンブラ醤油瓶」の原稿などを展示します。
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令和7年5月24日（土）～令和7年6月22日（日）
E盟 杉並区立郷土博物館
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「コンプラ醤油瓶」原稿

特別展示室

【時間】 9時～17時

【休館日】月曜日、第3木曜日（祝日・休日の場合は開館、翌平日が休館日）

【観覧料】 100円（中学生以下、障害者手帳を提示する方および付き添いの方は無料、20名以上の団体は1人80円）
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